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中国稲作の総要素生産性の変化と影響要因
A study on the change of Total FacωIf Productivity and its effective factofs in Chinese Rice Production 1978-2013 
金謹(農業経営経済学分野)
【目的】
1978年の改革開放以降、急速な経済成長を続け、さらなる発展を目指す中国において、人口増
加や自然災害による食糧問題の解決は重要な政策課題である。本研究の目的は、食糧生産の中でも
重要な稲作に着目し、稲作の総要素生産性(TFP)がどのように変化してきたのか、またその変化に
影響を与えている主たる要因は何かを明らかにすることである。
{方法】
まず、先行研究をもとに、稲作の生産費用と農産物の被災面積のデータを用いて、生産性の変化
に影響を与える労働、資本、気候などの変動を整理し、各要因と水稲単位面積収量の増減との関連
性を明らかにする。次に、稲の生産量、耕吾面積、地代、労働日数、物財費のデータを用いて稲作
のTFPを計測する。そして最後に、技体進歩(品種改良)、農業政策、農業社会資本(有効濯概面
積)と稲作のTFP変動との関連性を考察する。
【分析結果]
TFPの計算結果から、稲作のTFPは気候等の影響で毎年変動するものの、長期的には上昇傾向
にあることが明らかになった。次に、その上昇速度の傾向から分析対象期間を4期に区分した。第
一期は、 1978年の生産責任請負を始め、農村における税負担の軽減、一部自由市場化など農村改
革が行われ、農家の生産意欲が向上した。また、 70年代半ばから導入された高収量品種の三系イン
ディカ米(交雑品種)が全国で普及したことで、 TFPが急速に上昇した。第二期は、自然災害や病
害が頻発し、また普及した品種が高収量に特化したもので、あったため、災害の影響を受けやすく、
TFPの成長は停滞した。第三期は、 1994年から急速に増加した有効濯概面積や、優良品質、抗病
虫害品種が普及し始め、日本から輸入した育苗技術やその技術に適応するジャポニカ米の育成が東
北地方で普及することでTFPは一定の速度で上昇した。第四期は、自然災害が減少し、 2006年農
業税の廃止、有効濯翫面積の増加やスーパー稲品種改良フ。ロジェクトが結実したことで、 TFPの成
長は前期より一層加速した。
【結論】
1978年の改革開放以降、中国における稲作の TFPは経済成長と同様に長期的に上昇してきた。
そしてそこでは、 1978年“生産責任請負制"の導入といった農業政策や、有効濯瓶面積、品種改
良が成長要因として強く寄与していたと考えられる。今後は、それらの成長要因が中国稲作の発展
にどのように貢献してきたのかを具体的に明らかにしていきたい。
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